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学校祭シンボルマーク 

         

【自立】さ わ や か 挨 拶 ・ 自 ら 進 ん で 学 習 

        【貢献】活力ある生徒会活動 ・ い じ め 根 絶 

        【創造】響 き 合 う 合 唱 ・ 成 長 し 合 え る 仲 間 

それぞれの個性をあわせ
て，１つの美しい作品を皆
で作りあげる，という思い
を込めました 
（２年山谷さん・矢幡さん）   

  

 
当たり前の話ですが，学校は学び，育つ場所です。それは何も中学生だけに限ったことではありません。 

２つの学びの様子をお伝えします。 

①高校生インターンシップ 

「北海道の先生になろう～そのチカラ，北海道のミライのために～」の

スローガンの下，「教職に魅力を感じ、明確な目的をもって教員養成大学

等への進学につなげる」ことを目的に道教委が進める事業。今年度は苫東

高生３人と登別明日高生１人が，２日間にわたって青翔中で“先生”を経

験しました。 

授業を参観し，給食や部活動で中学生との関わりを深め，最後は短い時

間ながらも“授業”を行いました。リアルな高校生活を踏まえ，「先輩に

学ぶ」と題して「進路選択とその実現に向けて」「SNS との付き合い方」

について，それぞれ伝えてもらいました。 

高校生はどんな学びを深めることができたのか。 

授業をし終えた後の達成感は，教師という職業だ

からこそ感じることができるやりがいだということに気

付くことができました。人に理解してもらえるようにわ

かりやすく教えるということは，とても難しいことでした。

それでも，生徒が自分の方を見てうなずきながら話を

聞いて，返事をしてくれたことで，伝わっているんだと

感じることができ，とても嬉しくなりました。生徒からエ

ネルギーをもらい，教師という仕事は楽しいと思いまし

た。教師になるという夢が叶うように，これから先努力

していきます。

今度は本当の先生になって，学校に戻ってきてもらいたいものです。 

②教員の学び～授業交流～ 

実践的な授業力の向上をねらって，青翔中では教科ごとに授業を見合う「授業交流」の取組を進め

ています。交流の視点は「言語活動の充実（話合いを通しての気付きや深まり）」と「ICTの活用」。 

６日（金）は保健体育の授業交流が行

われました。今年度採用された石川廉

教諭の授業を，３人の先輩（大西教諭，

渡部教諭，蝦名教諭）と初任者指導を担

当する五十嵐教諭，それに同じく今年

度採用された厚南中の２人の教諭が参

観し，その成果と課題を交流しました。 

30日（月）にはこの授業交流の集大

成として校内研究会を開催し，菊池教

諭が２年４組で研究授業を行います。

京都市のまちづくりの学習を通して，

持続可能な地域の発展を担うに必要な 

資質能力の育成を目指します。 

 

（青翔中学校 HP） 

ミライの先生候補 

研修担当の奥野教諭が司会者となり，授業の
成果と課題を熱心に話し合っています 

石川廉教諭 

蝦名教諭 

大西教諭 

奥野教諭 
五十嵐教諭 

今年度採用された厚南中の教諭 

渡部教諭 



 

 

 


